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もうすぐ楽しい冬休み！ 
   

        校庭の木々も葉を落とし、朝夕の寒さが身に
しみるようになりました。 

石橋小では運動会や校外学習が終わりほっと

一息。インフルエンザやコロナの流行は、まだ

まだ収まらないようですので、引き続き感染防

止に努めていきたいと思います。 

１２月は、冬休みやクリスマス、そしてお正

月へと楽しみな行事が続く時期です。ご家族そ

ろってよいお年をお迎えください。１月には冬

休みのお話を楽しみにしています。 

      

 

１２月の行事予定 
    １２月 ４日（月）  人権週間（８日まで）通常日課 

           教育相談週間（1５日まで） 

５日（火）  持久走大会 

１１日（月）  清掃強調週間（２２日まで）通常日課 

    １４日（木） クラブ 通常日課 

２１日（木） クラブ 

２５日（月） 後期前半終了 

 1月   ９日（火） 後期後半開始 

               
 
   

 

※後期から通級を始めたお子さんの授業参観を行いたいと思います。 

   連絡ノートでご都合を伺いますので、よろしくお願いします。 



   

        たんぽぽの子どもたち 

 
 感受性豊かで涙もろい E さん。頑張って褒められて、嬉し涙。問題が解けな

くて悲しくなって、悔し涙。どうしてよいか分からないときは、困り涙・・・と。

気持ちと涙腺が直結していて、敏感に反応してしまうのかもしれません。 

 そんな E さんのよさは、真面目で根気強いところです。計算練習などは、繰

り返し取り組んでいるので、ミスなく正しく答えることができます。面積の学習

をしているときに、「いろいろな図形の面積を求める公式を覚えるといいよ。」

とアドバイスをすると、翌週には、完璧に覚えてきました。そして、どんな問題

でも公式にあてはめて、難なく正しく答えることができました。よく頑張ってい

て確実に力が付いていることを褒めると、ちょっと目が潤んできたような・・・ 

 学習時間だけでなく日常生活の中でも、嬉しい、悲しい、悔しい・・・など、

日々、様々な感情が沸き起こることと思います。今まで通り素直な気持ちのま

ま、たくさんの経験をして、心豊かに大きくたくましく成長していってほしいと

願います。 

     

★静かな励まし★ 

「励まし」は、何も言葉だけではありません。 

すぐに口や手を出さず、その子を信じて黙って「待つ」ことも、ときには必

要でしょう。これは援助を全くしないこととは違います。 

子どもには、「とにかく自分だけでやらせて。」「ほうっておいてほし

い。」というときが必ずあります。私たちもそうですよね。 

そんなときの「そばについているからね。」「一人でできるかな。」などの

声かけは「本当は、ぼくにはできないと思っているな。」とか、「私は自分一

人でやってみたいのに。」といった「信用されていない」感覚を与えます。こ

れは「励まし」とは、真逆の効果を生んでしまいます。 

失敗するかもしれなくても、その子のチャレンジを黙って見守る

「沈黙の励まし」では、大人側の忍耐、ねばり強さが試されていま

す。 

 

「発達障害の子どもたちから教わった３５のチェンジスキル」合同出版 
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